
入場無料

豊田講堂

至八事

至本山

「名古屋大学」停

地下鉄名城線
「名古屋大学」駅

1

3

2

中央図書館中央図書館

名古屋大学中央図書館４階展示室場　　所

名古屋大学附属図書館、附属図書館研究開発室主　　催 名古屋大学経済学研究科共　　催

社会思想史学会　日本18世紀学会　愛知県　岐阜県　三重県　名古屋市の各教育委員会　後　　援

名古屋大学附属図書館 ： 名古屋市千種区不老町B3-2（790）（〒464－8601） （車でのご来場はご遠慮下さい） 地下鉄名城線「名古屋大学」1番出口徒歩3分
TEL 052-789-3667（庶務掛）　FAX 052-789-3693　電子メール shomu@nul.nagoya-u.ac.jp　URL http://www.nul.nagoya-u.ac.jp

問合せ先 

「ベンサムからオウエンへ-功利主義・民主主義・協同主義-」 土方直史氏（中央大学名誉教授）　
「永井文庫の特徴とその学術的意義」 柳田芳伸氏（長崎県立大学教授）　
「本を通して出会った人たち」 永井義雄氏（名古屋大学名誉教授）
●コメンテーター　深貝保則氏（横浜国立大学教授）
日時 ： 2008年10月18日（土）　14:00～17：00　　場所 ： 中央図書館5階多目的室

講 演 会

10月6日　  10月27日月 月

名古屋大学附属図書館2008年秋季特別展

最大多数の最大幸福を求めて

『倫理と統治における最大幸福原理』
デイビッド・ハートリ（1705－1757年）の主著の
ジョージフ・プリーストリ（1733－1804年）版

ロバート・オウエン（1771－1858年）の労働紙幣（1833年） ウィリアム・ウィルバーフォース（1759－1833年）の
自筆手紙

ジェレミー・ベンサム（1748－1832年）

2008年 9:30▶17:00
（日曜日と祝日は閉室、土曜日は開室）

日本では徳川幕府の支配が続いていた200年ほど昔、イギリス
では、近代的な政治や社会の幕開けを告げる新しい思想の誕
生の時代を迎えていました。ベンサムやオウエンなど、その時代
を代表する思想家たちや、フランス革命、議会改革、穀物法論
争、社会主義など、当時の論争の的となったテーマを中心に、
新しく本学に寄贈されました永井文庫の豊かな世界の一端を
ご紹介します。


